Conditions of the British Working Class in the Latter Half of the Nineteenth Century by 菊池, 光造
Title十九世紀後半イギリスにおける労働者状態
Author(s)菊池, 光造










十九世紀後半イギリスにおける労働者状態・目 菊池光造 1 
公共投資と社会的割引率・ーー ・ー -ー・・羽 鳥 茂 33 































1) S. & B. Webb， Histoη of Trade Unionism. 1894， chap. VI 
2) G. D. H. Cole， A Short Hutory 0.1 the British Working.Qass Mov，捌開t1789ー
1947， 1948， Part I， chap， 1-2 






































この点に関して， E.P.トムスンとカ リ ・ハートウェルの論争をあげておこう。
トムスンは，労働運動・階紐闘争の渦中においてこそ労働者は階級意識を獲得し，向
自的階扱としての自己形成をとげるのだ，という初期マルクスのダイナミックな階級
概念を基本視角として， この観点からz 産業革命とオーパラップする 178日年代から
1830年代にかけての時期をイギリス労働者階級の形成期と規定する。とりわけ，階級
としての利害の同 性の自覚~ "皆餌意識」こそを「階扱形成」のメルクマ ノレとす









っきりと明確化した陪級意識が成熟しつつあったJcf. E. P. Thompson， The Making 
6) さしあたり，このような研究の成果として山之内靖「マルクス エンゲルス心世界史盟」昭和
44年，淡路憲治 1マルクスの後進国革命融J昭和46年，の二著をあげておこう。
4 C 4 ) 第120巻第1. 2号











スンの著者の総ベージ数は 915ベージである i ・菊池〕神話のままであり，確信的忽
像力と理論的百五定の構築物である。Jcf. R. Curric and R. M. Hartwell， Thc Making 
of the F:nglish Working ClasRフTheEcnnmnic rlistmッReview，2nd seTies， Vol 






































s) この論文は， 最初18岱年3月に「コモンウイ ル」紙 Cmnm日流出alに発表されたが，同年
6月「ノ fエツアイト」誌 NeueZcitにドイツ語で転載され，白ちにエンゲルス「イギリスに
おける労醐者噛惜の状態 1845年」りアメリカ版。岨7年〉の付鋸として， さらにドイツ語版
(1892年〉の序文の一部として収録された。 MEW，Bam:l 2，大月版「マルクス エンゲルス主
集J2， 674-677へジ参照。


























10) 拙!穂十九世紀中点における二つの争議，岡山大学「経済学会雑誌J第ら巻第3-4号， 262-284 
へ ジ。なお，ホブズボームも労働組合員労働貴族」のE約比率を労働者階級中の10..，20パ
セーン rとしてレる。 E.J. Ho出baum，Labouring l'V1帥， 1964，p. 279，鈴木永井訳「イ f
リス労働史研究 12日ペー ジ。
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[備考) 1) 原指数は各時期の最高値.
2) ()は，それぞれ前期の原指数を1仁Oとする指数で， 1826-ー37年は" 1825年の指
数を100とする。
〔十代典) Hof王国ann，W. G.， s門 tishIn品 stry1700-1950. 1955， Tablc 54. 




1820 0.1 0.9 0.8 1.4 16.5 5.6 1.7 0.4 0.4 
1830 0.2 1.1 1.4 0.2 1.3 19.4 4.0 2.1 0.5 1.0 0.3 
184日 0.6 2.9 1.6 0.6 1.8 25.7 5.8 4.1 0.8 1.4 0.4 0.4 
1850 1.3 6.2 2.9 1.0 2.5 28.3 10.0 4.8 1.3 2.5 0.4 1.0 
1860 3.4 13.6 4.3 3.8 4.0 52.0 15.7 6.6 2.4 6.5 1.7 2.2 
1870 5.6 23.5 4.1 5.3 4.8 71.4 26.7 9.5 2.6 7s 1.8 5.1 
1880 8.4 27.2 3.9 9.3 4.8 75.6 20.6 6.8 2.7 8.1 2.1 8.8 
1890 19.0 31.1 4.1 16.4 7.2 74.4 24.5 6.6 2.7 8.4 2.9 12.0 
19C日 38.6 31.6 3.6 19.6 6.0 69.8 20.2 6.2 2.1 8.0 2.4 13.1 
[備考) 1820年は、 GreatBritain， 1830年以後は UnitedKingdom.価悟は currentpriceに
ぜよる。

















十九世紀佳半イギリスにおける労働者状態 ( 9) 9 
第3哀主要業種目j就業人口 単位 1朋0人
|削 1185111861 1871 I 1阻 I1891 I 1901 I 1911 I 1921 
商 業
94 91 130 212 352 7.'3C) 904 
1 2 5 11 76 157 587 
運輸・通信業 196 433 579 654 
870 1，104! 1，409 1，571 1，530 
4 13 11 16 15 
11，3237 9 
38 72 
農 』本 業 1，434， l，27289  1，71673 9 1，634 1，517 1，436 1，344 81 135 116 86 117 105 
鉱山・採石業 218 383 
457 517 604 751 931 1，202 1，240 
7 11 6 11 8 7 6 8 9 
金属・機械工業 396 536 747 869 日77 1，151 1，485 1371925 8 2，125 14 36 45 46 49 59 84 175 
建築・建設業
376 496 593 712 875 899 1，216 1，140 894 
1 1 1 4 2 2 ヌ 5 5 
製紙・印刷業 44 62 79 94 134 178 212 253 193 6 16 23 31 53 78 111 144 121 
繊 京佐 業 525 661 612 584 554 593 557 639 409 358 635 676 726 745 795 795 870 701 
衣服製造業 325D8 D 418 413 390 379 409 423 432 315 491 596 594 667 759. 792 825 602 
食品ー飲料 268 348 386 448 494 .r=;C}7 701 806 228 
タ ノ、 コ 42 53 71 78 98 163 216 308 123 
。各欄，上段男子，下段女子。









11) lnaugural Address of R. Gi古田IThe Progre田 ofthe W orktng Classes in the Last 
Half Century. .J(山trna1oj the Rο同 J品atisticalSociet'Y r'-以下 J，R. S. S と略記する)
Vol. XLVI， Dec. 1883 
































ろうJoR. Gi旺en，Further Notes on the Progress of the Working Classes in the 




















13) E. Vansittart Neale， Condit.ion of the Working Classes， Tran叫 ctionsof the National 
As.>ociation for the pr仰回tionof品αalScience， 1884， pp. 607-641. 
14) Le町leLevi， Condition of the Working Clas艶 S，ihiιpp. 588-606. 


























15) lndustrial R抑制世間UonC叫げをr四回 [1885Jthe Report of pro回 β酌 IgSand Papers， 
with an intr吋 uctionby John Saville， Kelley， 1部8.








もにj 結成されたばかりの社会民主連盟 (8.D. F.)から Jマクドナノレド，





ここに示したように， 1885年1月末に「産業報酬会議』が開かれ.fro ヶ月後の 3月










16) J. Savllle. ibid.， p. 32 

























17) G 目、iVood， Some Statistics relating to W orking CJass Progress sjnce 1860. J. R ふ
丘 Vo1.LXII. Dec. 1889. pp. 638-666 
(15) 15 十九世紀憧半イギリ λにおける首働者状態
商品消1'?等の動1i11
1sm '1 '2 '3 '4 '56 '7 '8 '91870 '1 '2 '3 '4 '5 '6 '7 '8 gl88G '1 '2 '3 '4 '5 '6T~9Q '1'2 '3 '4 '5市
























































































18) Ibid.. pp_ 640-648 
十JL此己後半イギリスにおける労働吾状態 (17) 17 
あろうか。世紀前半について直ちに対比可能な 般的失業率のデータは存在し
ないが，各労働組合ごとの失業率記録と比較するとき，世紀後半の雇用水準は


























1837 12.4 1869 15.5 
1838 10.5 1870 6.9 
1839 11.1 1871 2.4 
1840 14.8 1872 1.4 
1841 18.5 1873 3.2 
1842 11 1874 3.9 I 
1843 7.4 1875 3.5 
1844 5.1 1876 5.7 
1845 3.9 1877 9.1 
1846 19.3 1878 14.6 
1847 15.7 1879 22.3 i 
1848 33.4 1880 10.9 
1849 22.3 1881 7.8 
1850 13.8 1882 4.3 
1883 4.3 
1860 2.8 1884 7.2 
1861 8.6 1885 10.9 
1862 13.8 1886 13.9 
1863 9.3 1887 10.0 
1864 4，5 1888 5.6 
186G 3.6 1889 1.8 
1866 6.4 1890 2.4 
1867 15.9 1891 4.6 
1868 18.0 
品'tati:sticalTaM口 andRetorts on 
Trad訟口町onsFourth Rφort 
1891. p. 523 
18 (18) 靖 120巻第1.2号
穀物〔小麦および小麦粉〉については CornTrade Year Bookより， 肉お



















19) lbid.， pp. 649-654. 
20) ヴッドの究種類の試みの中には， プー スの社会調杏における「グラスEJ宅 すなわち「定期的
標準収入者」であり「賞困線JIJ上に位置する労働者の家計王出。構成比率を世用して， ウェイ






E. J. Hobshanm， op.αt.， pp. 133-135，前掲共訳書， 125-126ペー ジ。


























22) Wood， op. cit.， p.662 









































}IJ1s 3ぺx ①ロンドンJ腕n{T ⑦ $1'.tJ立工 ⑬料提'1均賃金
② ASE ⑨控挺主レパヲ ⑭民主先制者賃金
③ロンドン仙}:~[ ⑨機械運転コ: o~tj';l>イングランド
④よ二 ⑩ t/G).、(ノ ザンパランド) Xウイ jレトシャー
(甚オー到 Q--:-V;;l、-)レ~Æ ・ネジ切り ~Jt 仁
(主1剥uc:.h:f~:~工 ⑬ l左船械械工業レーパラー
1860 65 70 75 80 85. 90 95 ] !=lOO 
①②③④⑨⑩⑬はUowleyの主主値，J. R. S. S. Vo!. LXJl， p.664-665， 
⑤⑥⑦⑨⑪⑫はBowlcy and Wood，ょ R.S. S. Vo!. LX)X， P.174-177， 
⑬は\Voodの数fi~ ， J. R. S. s. Vo1. LXXlll， p.585 facing 








18:l:l 1~4G 1850 18臥) 187() 18以) 189C L似)Of!
(1) fine spinncl (7) weaver 
(2) o¥-e山ヲo凶 r(clIl'di昭) (8) hig p-iecer 
(3) dre~5cl 仕 sizer (9) tl1rostle & ring spinn(ll' 
(4) self-aclol' spinnel" (1印'"ea ¥'er' s he lpur 
(5) m cch日n.o (1l) little piecer 
(6) COat'se spjnner 
iI'rfJJ!・11(3)(4) 1 6)171 BI 1)日11は句 G.H. Wood， The JIisf01Y o{ lVαges in the 
Co lIon TJαde dU1"illg the I/tmdred lTears， pp 28.131 




























報酬会議」における， Iイングランド復興同盟JEngland Restoration Leagueの代
表ソーンタ スの報告も，つぎのような証言を与えている。 I一週15シリング以下で
24) A. Redford. Laル3μT九グ"gァρ'Uon11 Fngland 1800-1850_ p. 193 
25) この点にっし、ては古〈ウィルソン フオツクスが詳細な証言を与えているロ A. Wilson Fox， 
Agricultuml Wages田 Englandand Walea during the Last Pi[ty Y~urs，よ R.S.S. Vol 
LXVI， June 1903. esp. pp. 310-322なお近年では， E. H. Hunt， Labour Productivity in 
English Agriculture 1850-1914， Economic Efistory R即日w 2nd Series， Vol. XX， No. 2 
Aug. 1967， p.284 





るのであるん cf.W. Saunders， Loss or Ga皿 ofLabourers in Rural Di耐 lct，


















26) ハットは， r高賃金地域」の仰としてランカシヤ1 ノー ザンパランドをあげ， r低賃金地域」
の例としてノー アオー ク エセックス，ウィルトジャー をあげている， E. H. Hunt， ibid.， pp 
280-281 
27) 北部諸県およびウィルトシ V の農業労園者賃金は，VilsonFox， up. cit.， p.328および
p. 332の各表より算出した。

























農業貴金い'0 I 川山 198 1 1同 197 
土三価格|川 1981781581. 65 1 


























29) かりギ γフヱソは，封働者生活の改善を強調しつつ， r同年前には(ペ コYを除いて〉肉は
労働者の食事品目の中に入っておらず，その後とり入れられてきたものだJGlffen， op. cit.， p~ 
603 とのべていたが， 乙れは， はからずもそれまでの労働者生活状態白劣悪さをこそ， うらが
きするものであったといえよう.
十九世紀後半イギリスにおける芳働者状管 (27) 27 
第 5表 主要労働組合別失業率 〔単位%)
可;MIT骨折事晶君12司法|曜[盈春闘
1860 1.2 4.' 0.97 
61 3.2 0.87 1.37 
62 6.5 1.5 1.4 
63 5.4 0.6 1.4 1.6 
64 2.3 0.3 2.15 0.24 
65 1.8 0.7 2.82 025 0.8 
66 2.4 6.5 2.75 0.26 1.1 
67 6.6 3.2 3.12 2.6 3.2 6.06 
68 8.3 2.7 33 2.6 5.7 3.6 
69 7.8 1.2 3.82 4.0 5.4 1.5 0.62 
70 4.2 1.2 4.72 4.5 2.2 3.15 0.35 
71 1.3 0.56 2.82 35 0.58 1.93 0.35 
72 0.9 0.92 2.07 1.~ 0.53 0.73 0.45 
73 1.1 0.35 1.7 1.0 0.65 0.49 0.45 1.1 
74 1.6 。94 1.85 0.87 0.81 0.85 0.43 2.4 
75 2.4 1.4 1.42 0.82 1.2 1.16 0.55 5.8 
76 3.6 20 2.12 0.81 2.0 2.63 0.55 8.6 1.3 
77 4.7 2.0 2.65 1.1 2.7 6.1 0.48 7.7 1.6 
78 6.8 4.4 2.77 2.5 4.7 7.3 0.46 9.2 1.3 
79 13.3 11.1 3.57 7.6 10.1 13.4 0.46 20.4 1.7 
80 5.9 2.7 .'3.27 6.3 3.5 11.4 0.43 7.3 0.5 
81 3.5 1.2 3.15 4.9 2.1 5.16 0.45 1.7 0.6 
82 1.8 0.67 2.85 3.0 1.1 7.3 0.37 065 0.3 
83 2.3 1.0 2.72 3.2 1.4 4.23 0.35 1.2 0.3 
84 5.1 9.2 2.65 4.0 2.6 6.26 0.39 20.0 2.7 
85 6.2 15.9 3.02 6.1 4.4 5.3 0.37 22.3 4.4 
86 7.4 14.4 2.8 7.8 5.8 7.5 22.2 2.9 
87 6.3 12.7 2.62 5.8 5，8 6.2 0O0J30 6 9 16.2 11.5 
88 4.2 5.0 2.82 5.5 2.6 5.14 7.8 
89 1.9 2.7 2.5 3.9 0.93 4.37 0.27 2.2 
90 1.6 2.5 2.2 129 3E O 1 6147 2.9 0.23 3.6 01 3.1 1.88 1.88 0.02 5.3 





























方， ツガン・バラノウ λ キーが引く 1887年 3月実施白官庁失業統計調査心
結果も，成人男子労働者について27パー七ントの失業率を示していた8ヘ乙の
調査は，ロンドン市内数地医を選定して，当該地区の居住者125，313人会員に
30) E. Simco叉 Lossor Gain of the Working Clo回 duringthc Nmeteenth Century， 
lndu.strial R.のnunerationCOJlferen出 .Report. pp. 84-107 
.31) lbid.， p. 102 
32) Tabulation of the Statements made by Men Iiving in certain 'Selected Districts of 
London， in March 1887. cited in M. Tugan-Baranowsky. Studten zltr Th四 n"eund Ge 
shichte der Handel訪問自問 inEngland. 1901， p.394. 



























るように.1朗 7年中には朝合員失業はかな b冊少したのであり I その数値と悉皆調査失業率を比
枕した場合には，両者のギ4 ヅプははるかに大きなものとなる。























つつ， 1855年か 01880年代にわたるまで不就業時間は平均して年間2日パ セン
トにおよぶと L-Cいる'"。さらに，製靴工組合のG. セジウィックは， 機械の
:J4) G. H. W∞d， op. at.， p. 661 
35) P. Deane， Contemporary Estimates of National 1島田mein the Second HaH of the 
Nineteenth Century. Economic Histo門 R出 iew，VuI. IX， No. 3くApri11957) p. 455. 
36) Lloyd ]ones， Pro6ts of Industry and the Wurkers. lndustnal Remun'erationじ'onfe河一
nce， Retort. p. 30 
























37) Ibid.， pp. 208-9. 
38) G. H. W曲d，op. cit.， p. 661 
30) 仁harl田Booth.Life and Labour of the pt印 ρ，lein London. 1903 
40) B. S. Rowntree. Poverty， A 品udyof To'日 nLife. 1901. 
32 (32) 第 120巻第1. 2号
認したものであったといえよう。乙 ζで強調しておきたいのは，プース Jやμ ウ
ン lリ が実証した大量の貧困の存在が，大不況の影響による労働者状態の
時的「悪化」の結果であるよりは，むしろ，変動を含みつつも十九世紀後半を
通じて進行Lてきた労働者状態「改善」の帰結だったということである。
ところで，この「改善」は，イギリス資本字義発展の現実の中で，いかなる
メカニズムを通じて生じたのか。またそれは労使関係の現実的展開に，いかな
るかたちで作用したのか。次稿では，こうした問題をとりあげよう。
